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１． はじめに 
本研究の目的は，人の手を借りずに自律的に行動できる「お

使いロボット」の実現である．そして，一人でお使いするには，街

中にある看板から情報を得ることが不可欠であると考える．この

ような理由から本稿では，看板認識システムについて報告して

いる．そして，看板に書かれている文字列は，複数行で書かれ

ている場合が多い．本研究では特に，この複数行文字列を一行

ずつに分離するという新たな機能について報告する．評価は，

作成した看板の中に書かれている文字列を OCR でどれだけ
認識できたかで行う． 

2 ．看板認識システム 
2.1 看板認識システムの流れ 
以下に看板認識システムの流れを示す． 

 

 
図 1 看板認識システムの流れ 

 
デジタルカメラで撮影された情景画像に対して，看板領

域の抽出を行い，その看板から文字列を抽出する．文字列

が複数行なら，1 行ずつに分離する．そして，抽出された
文字列を文字補正システムにかけて，OCR で認識できる
ようにする．最後に，認識された文字をテキスト形式で出

力する．以上が，本研究で構築する看板認識システムであ

る． 
 
 
 

2.2 情景画像からの看板切り出し 
情景画像からの看板抽出は，文献[1]の成果である「情景画

像からの看板の切り出しと看板抽出プログラム」を利用する． 
看板を含んだ情景画像（図 2）において，看板は安定背景領

域（色の変化が少ない領域）の一つと考えられる．その安定背

景領域を情景画像から推定し，抽出する．ただし，安定している

領域が必ずしも看板領域とは限らない（図 4）．看板が含まれて

いる画像において，以下の条件を満たしているものを看板領域

とする．  
 

1．看板が比較的に画像の中心に位置すること． 

2．誘目性を保つためにある程度の大きさがあること． 
 
この条件を考慮すると，図 3 が看板領域であることがわ

かる． 
 

 
図 2 情景画像 

 

  

図 3 安定背景領域 1 図 4 安定背景領域 2 
 

 

 

2.3 看板領域からの情報抽出 
看板領域からの情報抽出は，文献[1]の成果である「情景画

像からの看板の切り出しと看板抽出プログラム」を利用する． 

切り出された看板領域の中で，画素の色情報を調べ，看板領

域の色情報とその看板に書かれている情報領域の色情報との

対比関係を利用して，看板領域の中の情報（図 5）を抽出する． 
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図 5 抽出された情報領域の一部 

 

看板領域において，看板領域の代表色範囲に入っていな

い画素からなる領域を，情報の存在する可能性が高いと考

え，情報領域候補と呼ぶ．代表色範囲とは，色情報のヒス

トグラムにおいて，領域を構成している主な明度，彩度，

色相の範囲と定義する．例えば，図 6 のようなヒストグラ

ムがあったときに，度数の最大値の 1/2 までの度数をもつ
色情報の範囲を代表色範囲とする． 
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図 6 看板領域の代表色範囲 

 
情報領域候補の画素の明度のヒストグラムを調べる．こ

こで，各画素の明度と看板領域の代表明度の対比関係を反

映するために，度数の替わりに，式（1）を要素として，
対比ヒストグラムを作成する． 
 

度数×ABS(L－a) ・・・式（1） 
 
ABS()は絶対値を求める関数を表す 
L:明度 
a:看板猟奇の代表色範囲の中間値 

 
度数（図 7）だけではなく，看板の色情報との対比関係

も考慮する対比ヒストグラム（図 8）を用いると，より正

確な結果が得ると考えられる． 
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図 7 明度ヒストグラム 
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図 8 明度対比ヒストグラム 

 
色情報（明度，色相，彩度）のヒストグラムを用いて，

強度が最大値の 1/2 以下になる所までの範囲に入っている
画素の集合を連続区域とする．この連続区域が，情報領域

となる．また，その連続区域は記録しておく． 
 そして，記録された連続区域に入っている画素の総数を

数える．数えた画素の総数が情報領域候補の全画素数の

1/2 より少ない場合，その連続区域以外の範囲において，
対比ヒストグラムを用いて，また同じ処理を行う．この処

理は連続区域に入る総画素数が情報領域候補の総画素数の

1/2 より多くなるまで繰り返し，一つまたは複数の情報領
域代表明度範囲を確定する． 
確定された各代表明度範囲において，彩度，色相の対比

ヒストグラムを作成し，明度と同じ処理を行う，結果は一

つの情報領域の代表明度範囲について，一つまたは複数の

代表彩度範囲，代表色相範囲を確定できる． 
 
2.4 文字補正 
文字列の補正は，文献[2]の成果である「歪み補正システ
ム」を利用する． 
歪み補正を行う過程の中では，その文字列を構成している

文字は未知である．そこで，文字列全体が有している形状

特徴と文字間余白の特徴を測定することで，その文字列が

有している歪みを検出し，補正を行う（図 9）． 
 

 

 
 

 

 

（a）原画像 （b）補正結果 

図 9 歪みのある文字列の補正 

 
2.5 複数行文字列の分離 
文字補正システムは，一行の文字列，または，各行の文

字列の長さが同じで両端がそろっている複数行の文字列し

か適切に補正できない．それ以外の複数行文字列を補正し

ようとすると不適切に補正される．また，OCR には複数
行認識する機能はあるが，歪みがある複数行の文字列は精

度良く認識できない．よって，より正確に OCR で認識す
るためには，複数行文字列を 1 行ずつに分離して，それぞ
れを補正して OCRで認識する必要がある． 

 
2.5.1 文字列の概形 
図 10 のような複数行文字列のおおまかな概形を求める
ことによって，走査する行間白画素の範囲を求める． 

 



 
図 10 文字列の概形 

 

2.5.2 複数行文字列の行間白画素走査と分離 
概形の左端の直線の各画素から，傾きを変えて白画素を

走査する．走査する範囲は，文字列の概形の中とする．左

端から右端までの走査で，白画素以外の画素を通らなかっ

た直線を構成している画素だけを記録しておく．ここで，

傾きの範囲は，上限左側の直線の傾きの値を a，上限右側
の直線の傾きの値を b，下限左側の直線の傾きの値を c，
下限右側の直線の傾きの値を d とする．傾きの走査範囲を
min < tan(θ) < maxとしてmax，minを以下のように定
義する． 
・a > dならmax = a，a < dならmax = d 
・b > cならmin = c，b < cならmin = b 
行間白画素を黒で塗りつぶした画像が図 11 の a である．
そして，この行間白画素の主軸を検出したものが図 11 の
bである．その主軸を基準に分離した画像が図 11の cと d
になる． 

 

   

a塗り潰し b主軸検出 c 分離 1 d 分離 2 
図 11 主軸の検出と分離画像 

 

3．実験と考察 
A4 の白い紙に MS ゴシックで文字列を斜めに書いた看板
を，周りの背景が複雑になるように窓ガラスに貼り付けて，

それを 9 方向の視点からデジタルカメラで撮影したものを
本研究で構築した看板認識システムでどのくらい認識でき

るか検証した．9方向は，図 12のように定義する．作成し
た看板は，11 枚で 99 個の画像データにより評価を行う．
なお，看板領域が抽出できたもので評価を行う． 

 
図 12 9 方向の視点 

（a）入力画像 （b）看板領域抽出 

 
（d）補正結果 1 

（結果：同志社大学） 

 

 

 

 
（c）情報領域抽出 （e）補正結果 2 

（結果：知識工学科） 

図 13 実験の例（正面からの撮影） 

 

 情報領域の抽出は，全画像 99 枚中，75 枚が情報領域の

抽出に成功し，約 76％の精度で抽出された（図 14）． 
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図 14 情報領域の抽出制度 

 
複数行分離の評価は，情報領域が抽出された 75 個の画
像データを用いて行う．この 75 個のうち，正確に 1 行ず
つ文字列を分離できたものを正解とする． 81％の精度で複
数行分離成功していることがわかる（図 15）． 
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図 15 複数行文字列の分離の精度 

 
 



 複数行の分離が成功した 61 枚の画像データで，文字補
正の評価を行う．この評価は，OCR で正しく文字補正さ
れたかどうかで行う（図 16）．認識率は約 82％である． 
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図 16 文字補正の精度 

 
 
最後に，各視点別の評価を表 1 に，システム全体の評価

を図 17に示す． 
 

表 1 視点別の OCRにおける認識精度 
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図 17 OCR による認識結果 

 
一部正解のものも含めると複数行文字列の分離を行わな

いときの精度が約 38％，行ったときの精度が 78％となり，

約 40％の精度が上がっていることになる．よって，複数行

分離は看板に書かれている文字列を認識するのに効果的で

あるといえる．しかし，表 1 をみるとわかるように，斜め
から撮影した画像は，認識結果の精度があまり良くなかっ

た．本研究で構築した看板認識システムにおいて利用した

補正システムは，補正を 2 次元的に行っている．斜めから
撮影したものは，奥行きがでて 3 次元的になるので，補正
が失敗したと考えられる． 
 

4．おわりに 
本研究では，デジタルカメラで撮影した情景画像から，

看板領域を抽出し，その看板領域から看板の中に書かれて

いる文字列を抽出して，その文字列を OCR で文字認識し，

文字列をテキストで出力する看板認識システムの構築を実

現した． 
本研究では，複数行文字列の分離という新たな機能につ

いて報告した．この機能をシステムに組み込みことによっ

て，認識精度を 23％から 50％まで上げることに成功した． 
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